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ペ
1
月
刊
日
は
成
人
の
日
。
大
洗
耳
で

こ
の
白
を
迎
え
た
新
成
人
は
¥
加
入

(
男
川
人
・
女
叩
人
)
で
し
だ
。
こ
れ

ガ
茨
城
県
全
体
で
は
、
男
2
万
411
千
日

人
¥
女
(
/
方
脳
人
と
¥
約
側
人
も
男
性

ガ
多
く
な
り
ま
す
。

2
1
3年
後
、
男

性
の
結
婚
難
を
山
配
す
る
の
は
ピ
ン
ト

外
れ
で
し
ょ
う
か
。

新
成
人
ガ
生
ま
れ
た
昭
和
相
年
に
は
¥

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
普
及
率
ガ
白
黒
テ
レ

ビ
を
追
越
し
ま
し
だ
。
経
済
企
画
庁
は

G
N
P
(国
民
総
生
産
官
号
、
ガ
¥
世
界
第

2
位
に
な
つ
だ
と
発
表
し
て
い
ま
す
o

m年
後
¥
経
済
大
国
と
一
一
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
前
兆
ガ
見
え
始
め
て
き
だ
頃
で

し
だ
。多

感
な
思
春
期
。
新
成
人
た
ち
は
¥

溢
れ
る
消
費
と
情
報
に
固
ま
れ
て
成
長

し
ぎ
し
定
。
そ
し
て
却
歳
。
新
し
い
価

値
観
を
持
っ
た
オ
ト
ナ
ガ
誕
生
し
だ
よ

う
で
す
。
あ
る
新
聞
の
新
成
人
戸
ン
ケ

ー
ト
で

μ
悩
み
は
ど
ん
な
こ
と
か
ρ

と

の
問
に
¥
一
番
多
か
っ
た
答
え
ガ
「
な

し
L
o
u
悩
み
多
き
青
春
ρ

と
い
う
常
識

は
¥
舎
や
適
用
し
ま
せ
ん
。
若
者
は
¥

な
に
よ
り
も
個
性
を
大
坊
に
し
ま
す
。

花
ガ
咲
い
だ
よ
う
な
女
性
障
の
振
袖
に

も
¥
そ
れ
ガ
現
わ
れ
て
い
ま
し
だ
。

町
内
の
呉
服
屈
に
一
話
を
伺
う
と
、
最

近
の
購
著
に
流
行
は
な
く
¥
あ
く
ま
で

自
分
の
好
み
で
¥
目
立
つ
も
の
を
選
ぶ

と
の
こ
と
ο
構
蓄
の
値
段
は
一
揃
い
印

l
m万
円
ガ
主
で
¥
リ
ス
で
も
却
万

円
は
取
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
娘
さ
ん
そ

持
つ
親
は
大
愛
で
す
ね
。
そ
の
点
男
性

の
ス
ツ
は
せ
い
ぜ
い

5
万
円
(
も
っ

と
高
い
人
は
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
)
。
安
い
も

ん
で
す
。
片
手
落
ち
な
よ
う
で
す
ガ
¥

男
性
ガ
本
当
の
大
人
に
な
る
の
は
¥
も

う
少
し
だ
っ
て
か
ら
の
よ
う
な
気
ガ
し

ま
す
。
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

刊
年
後
の
別
世
紀
に
は
¥
こ
の
若
者

疋
ち
も
却
歳
。
大
洗
田
を
支
え
る
中
桜

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の

時
ぎ
で
¥
個
性
を
大
切
に
す
る
特
長
を

持
続
し
¥
地
域
性
豊
か
な
町
を
造
り
上

げ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。



いもあおお 第218号 (2)

大
洗
町
長

大
洗
町
告
示
第
泣
号

地
方
自
治
法
第
加
条
の

3
第

1
項
及
び
大
洗
町
財
政
状
況
の

作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例

に
よ
り
、
わ
た
く
し
た
ち
の
町

の
財
政
状
況
(
平
成
一
元
年
4
月

1
日
か
ら
9
月
叩
日
)
を
次
の

と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
元
年
ロ
月
日
日

竹
内

王子成21手2F.15日

宏

上
期
補
正
予
算
の
内
容

町
の
予
算
は
、
年
度
当
初
に
法
め
た

額
で
事
業
を
進
め
る
の
が
理
想
で
す
が
、

状
況
が
変
わ
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
た
予

算
の
変
一
史
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
が
「
補
正
予
算
」
で
す
が
、
安

易
に
計
上
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
然
で
す

が
、
議
会
の
承
認
を
必
要
と
し
ま
す
。

上
期
で
は
、

5
回
の
補
正
(
*
専
決

処
分
含
む
)
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
、
支
な
も
の
は
、
マ
リ
ン
タ
ワ

i

の
歩
道
・
ト
イ
レ
な
ど
の
設
遣
や
備
品

購
入
、
夏
海
地
一
区
集
会
所
・
祝
町
集
会

所
の
建
設
、
福
祉
パ
ス
の
貿
い
替
え
、

庁
舎
設
備
の
改
修
と
付
属
庁
舎
の
建

設
、
町
選
時
設
備
や
公
共
下
水
道
事
業
な

ど
で
し
た
。
こ
の
財
源
は
、
町
税
や
地

方
交
付
税
、
県
支
出
金
、
前
年
度
の
繰

越
金
ほ
か
で
ま
か
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
9
月
末
で
の
平
成
元

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
当
初
予
算
の

四
七
億
九
千
七
百
万
円
に
対
し
、
一
億

一
千
五
百
十
万
円
(
M
%
)
増
の
、
四
九

億
一
千
二
百
十
万
円
に
な
っ
て
い
ま
+
九

*
専
決
処
介

補
友
す
べ
き
予
算
案
が
あ
っ
て
も
、

議
会
を
招
集
で
き
な
い
場
合
、
所
定
の

要
件
に
当
て
は
ま
る
も
の
は
、
町
長
が

議
会
に
替
わ
っ
て
決
定
す
る
。
こ
れ
を

専
決
処
分
と
い
い
、
事
後
議
会
に
報
告

し
て
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

隆盛瞳瞳鶴趨翻収
入
の
状
組
内
ー

(新しくなった福祉パス)

前
税
の
収
入
率
は
印
・
9
%
で
し
た
。

前
年
周
期
が
臼
・
1
%
、
前
々
年
前
期

が
日
・
7
%
で
す
か
ら
頗
謂
に
き
て
い

る
と
い
え
ま
す
。
ひ
と
え
に
町
民
各
伎

の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
町
税
は
一
千

五
十
五
万
四
千
円
の
補
正
を
行
な
い
、

二
十
二
億
一
一
一
千
八
百
四
十
万
一
千
円
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
収
入
全
体
の

釘
・
6
%
を
占
め
ま
す
。

地
方
交
付
税
が
問
%
を
越
、
え
て
い
る

の
は
「
財
源
対
策
債
償
還
基
金
」
が
入

っ
た
た
め

φ

利
子
割
交
付
金
は
、
マ
ル
優
廃
止
で

貯
金
利
子
に
課
税
さ
れ
た
一
部
が
町
に

交
付
さ
れ
る
。
収
入
率
が
伸
び
て
い
る

の
は
、
元
年
度
が
こ
の
制
度
の
通
年
化

最
初
の
年
に
な
る
た
め
。

支

出

の

状

土
木
費
の
執
行
率
は
、
例
年
こ
の
時

期
な
ら
却
%
以
下
。

M
M

・
8
%
も
あ
る

の
は
、
ア
ジ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
を
控

え
た
総
合
運
動
公
園
体
育
館
が
、
前
年

度
か
ら
の
継
続
事
業
で
5
月
に
完
成
し

た
た
め
他
。
普
透
建
設
事
業
費
は
約
十

三
億
一
千
八
百
万
円
で
、
こ
れ
は
歳
出

総
額
の
お
・
8
%
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
性
質
別
参
照
)

総務費

10億8，060万 5千円

区 分
現計予算額

201意3，069万5子円

39.0% 

(元年 9丹末現在)

支出済額

執行率

65  4 3 2 

支出減額{執行率)

支出

1 q 21 0 

亡つ

49 
26億7，615万2千円

51.4% 

23  4 5 6 

収入済額(収入率)

7

J「

|

収入済額

収 入 率

現霊十

区分
現計予算額

税

駿入

町

開
鴎
一
人
当
た
り
の
収
入

一一一品八〉《〉事内一曲一日

間
鴎
一
人
当
た
り
の
支
出

九
五
九
六
七
九
円
(g月
末
人
口
二
一
、
ニ
二
泊
人
)

(単位:千円)

区 分 現計予算額

人 件 費 1，593，086 

物 f牛 費 538，262 

維 持補 修費 21，952 

扶 助 費 194，198 

補助 費 等 341，593 

普通建設事業費 1，318，135 

(1) 補 効 12，500 

(2) 単 1虫 1，305，635 

災害復旧事業費 1 

:;ι~、j {責 費 541，116 

手責 立 金 133，938 

投資及び出資金 2，728 

貸 イ寸 金 10，500 

繰 出 金 165，397 

予 {蔚 費 51，194 

メ口入 計 4，912，100 

H意2，570万2千円 (39.1%)
(繰越客員900万円)

(性質別)
民生費
51意6，192万8千円2億829万6千円

(37.1%) 

衛生費
3{意4，902万7千円

7，2047J 7千円一寸三日間肝君円|

商工費
31意6，238万7千円

土木費

10億2，742万6千円

1億7，294万5千円
(49.6%) ごヨ 51意3，4547J1千円(103悦)

|品開払 B 1，2347J 8千円 (8.9%)

! 地方交付税 i 
5億1，541万 3千円

| F惜附2酢伊蹴鞘日壬ト一山万2T千河航日…(岡附ω別 7

| 品砧主財去品A季ι円 田一?偏語説絹E韻舘語お詑詔;f話，z品z品即鳥昨即間(?咋;与蔀)

22億3，840万 l千円

8，259万7千円 (22.8%)

7，302万7千円 (30.9%)
(繰越額950万円)

県支出金
2億2，648万円

印刷千円(引%) EE] 九品7品 i

4億3，072万1千円 (32.8%)
(繰越額 2億8，698万円)5，918万円(11.6%)

教 7守費
4{意1，326万 7千円2億 5万 6千円 (48.4%)2，690万7千円 (6.1%)

談会費

9，950万 3千円

公債費
5億4，146万6千円

4，677万9千円 (47.0%)

2億3，796万4千円 (43.9%)

(平成元年9月30日現在)

モ
約22億円の町税の内訳は、国定資産税

52.5%、町民税(住民税)35.2%、都市

計画税5.6%、たばこ税4.9%、軽自動車

税0.7%、その他となっています。大洗町

では約12億円の固定資産税のうち、およ

そ半分が原子力事業所からのものになっ

ています。

j... 口そ予算5，788万 3千円(100.0%)

。(0%)

12万 9千円(100.0%)
費

亡諸支出金

5，788万3千円

予備費

5，119万4千円

災害復旧費

1千円

亡労働
12万9千円

砂

金
額
が
少
な
い
た
め

グ
ラ
フ
で
表
示
で
き
な
い
も
の

~ 

。(0%) 

巳 利 子 劉 交 付 金

2，141万8千円

亡ゴルフ射Ij用税交付金

4，386万円

亡自動車取得税交付金

3，443万5千円

に交通安全対策特別交付金

501万4子同

亡寄付金
1，738万 9千円

亡分担金及び負担金

7，267万 7千円

繰越金
2億6，836万6千円 (100.0%)

5，264万 1千円 (繰越額 21)意1，572万5千円)

※一時借入金 1億円

1，082万7千円 (50.6%)

1，857万 5千円 (42.4%)

1，264万7千円 (36.7%)

|品目品目

l A 1，G9L  日--1… 千 円 (13.9%)

lA3J万 2令 U‘

i hu7J 仁コ持協同万円)

194万4千円 (38.8%)

1，387万 l千円 (79.8%)

3，421万7千円 (47.1%)

(単位:千円， %) 

執 1T 事責

ぷ2ミ込 計 名 現 計 予算額 歳 入 歳 出

i収入済額 収入率 支出済額 執行王手

国民健康保険特別会計 1，516，295 637，979 42.1 548，099 36.1 

老人保健特別会計 1，108，908 412，296 37.2 406，635 36.7 

収益的 364，398 193，087 53.0 128，138 35.2 

水道事業会計
資本的

(収入) 40，880 6，721 16.4 

(支出) 136，105 34，152 25.1 

収益的
(収入) 55，439 31，415 56.7 

地方卸売市場冷凍
(支出) 41.9 

冷蔵事業特別会計
51，999 21，783 

資本的 3，440 1，689 49.1 

桜道土地区画務理事業特別会計 304，628 1，861 0.6 55，116 18.1 

サイクリングターミナル事業特別会計 22，815 14，850 65.1 6，101 26.7 

公共下水道事業特別会計 347，755 1 6，216 0.0 

特別会計歳入歳出予算執行状況(単位:千円，%)

区 分 元金米償還額 構成比

総 務 イ責 251，241 5.1 

土 木 債 3，868，508 78.2 

教 育 {責 202，305 4.1 

公 営 住 宅 償 453，521 9.2 

保健衛生イ責 9，748 0.2 

t背 E詰 イ責 37，430 0.7 

民 生 {責 52，564 1.1 

農 林 水 産 業 債 29，489 0.6 

務 ヱ {責 21，900 0.4 

災害復旧事業債 2，940 0.1 

特 督。 債 15，651 0.3 

メ口入 計 4，945，297 100.0 

一鍛金計地方債現在高一披金言十館T有財産の状況

(平成元年 9月30日現在)

@土地・・・・・・・・・・…・・・・・…2，054，253.86m'

2.普通財産・…一1，621，315.95m'

@有価証券・基金…….556，693千円

1 .行政財産....・H ・'432，937.91m'

⑧建物-…ー…...・ H ・-…… 57，113.28m'

1 .行政財産……・・・ 56，693.59m'

2. 普通財産....・ H ・....…419.69m'

(平成元年 9月初日現在)※収入が支出に不足する額は、一般会計からの運用で充当しています。(平成元年9月30臼現在)

1 .有儲証券....・ H ・....69，795千円

金・…・・… 486，898千円2.基
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師
走
も
押
し
迫
っ
た
ロ
月
四
日
の
午

後
6
時
品
分
、
パ
ト
カ
ー
を
先
導
に
、

大
洗
パ

i
ク
ホ
テ
ル
の
玄
関
に
到
着
し

た
車
か
ら
降
り
て
き
た
の
は
、
海
部
総

理
大
患
と
幸
世
夫
人
、
娘
さ
ん
の
睦
き

ん
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
お
付
き
の
方
も

ゾ
ロ
ゾ
ロ
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
茨
城
は
海

部
首
相
に
と
っ
て
ゲ
ン
が
良
い
所
。
そ

れ
で
年
末
休
暇
を
過
ご
し
に
、
わ
ざ
わ

ぎ
当
町
ま
で
来
た
そ
う
で
す
。

豊
養
と
い
っ
て
も
総
理
大
臣
と
な
れ

ば
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
い
っ
ぱ
い
。
夜
は

県
知
事
や
地
元
選
出
の
代
議
士
と
懇
談

会
、
翌
朝
は
朝
9
時
に
ホ
テ
ル
を
出
て

笠
聞
か
ら
水
戸
へ
。
一
日
一
戻
っ
て
、
夕

方
に
は
妻
子
を
残
し
て
東
京
に
帰
る
と

い
う
強
行
軍
。
ホ
ン
ト
に
静
養
で
き
た

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
次
は
、
ゆ
っ
く

り
大
洗
を
見
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

平
成
2
年
の
出
初
め
式
が
1
月
7
日

に
第
2
埠
頭
荷
き
ぱ
き
地
(
フ
ェ
リ

i

埠
頭
の
北
側
)
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
9
時

ω分
、
整
列
。
制
服
・
制

帽
・
白
手
袋
に
身
を
包
ん
だ
国
員
の
皆

(3)第218号

さ
ん
は
キ
リ
ッ
と
し
て
、

に
見
え
ま
し
た
。

式
は
団
長
訓
示
、
聞
旗
入
場
、
自
旗

掲
揚
、
機
械
器
呉
の
点
検
と
進
み
、
表

彰
式
で
は
谷
田
部
団
長
と
元
第
4
分
団

長
の
有
田
巴
義
氏
が
消
防
長
官
表
彰
を

受
け
た
ほ
か
、
団
員
回
名
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、

5
名
の
退
職
者
に
感

謝
状
、
小
川
ふ
く
さ
ん
と
大
洗
高
校
の

古
橋
甲
車
枝
子
さ
ん
他
5
名
の
防
災
協
力

者
に
、
消
防
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
勇
壮
な
マ

l
チ
に

乗
せ
て
の
分
列
行
進
。
検
問
ム
ロ
に
立
っ

た
竹
内
町
長
も
、
町
を
支
、
え
る
消
防
団

員
の
頼
も
し
げ
な
行
進
を
満
足
そ
、
つ
に

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
放
水
訓
練
。
昨
年
は
、

昭
和
天
泉
崩
御
の
た
め
、
実
施
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
9
台
の
消
防

車
が
並
び
、
盛
大
に
放
水
し
ま
し
た
。

一
段
と
男
前 海部首相の見送りに出た竹内町長 (30日)

自主歩
町に く 最
民っと近
かきや、
ら ま だサ
「すらン
伺。とピ
の工 |
工事チ
事現題
を 場辺
しがを

角
一
は
ま
ざ
く
荘
下
の
砂
辻
堤
か

ら
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
が
取
り
除
か
れ
ま

し
た
。テ

ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
消
波
効
果
は
抜
群

で
す
が
、
登
る
の
は
危
険
で
、
良
い
水

ぎ
わ
と
は

い
え
ま
せ

ん
。
そ
の

た
め
、
水

と
親
し
め

る
(
親
水

機
能
が
高

い
)
階
段

式
護
岸
に

し
ょ
、
つ
と

い
、
つ
の
が

現
在
行
わ

れ
て
い
る

工
事
で
す
勺

工
事
名

は
「
海
岸

環
境
整
備

事
業
突
堤

工

で

拍
子
本
を

安
全

各
消
防
分
閉
め
皆
さ
ん
に
よ
る
夜
警

が
、
-
河
口
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

現
夜
で
は
ほ
と
ん
ど
の
分
間
が
消
防

車
で
巡
回
し
ま
す
が
、
品
目
な
が
ら
徒
歩

で
夜
警
を
行
な
っ
て
い
る
第
4
分
団
(
祝

町
)
を
取
材
し
ま
し
た
。

(
1
/泣
)

野
田
分
団
長
が
待
っ
て
い
て
く
れ
ま

し
た
。
夜
警
は
、

2
月
日
日
ま
で
に
日

』
予

ι
q
，bw予
島
下

h
z
h
v
v
h予
b
z
h予
企
》
弘
ず

htw予
hdzhwpbJ予

青
空
め
が
け
て
突
き
進
む
水
柱
の
勢

い
は
、
町
消
防
団
の
士
気
の
高
さ
を
示

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

号、

て
い
る
の
?
L
と
問
合
せ
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

に
お
答
え
い
だ
し
ま
す
。

工
費
は
1
億
円
。
運
輸
省
の
補
助
事
業

で
県
が
施
工
し
て
い
ま
す
。
完
成

(
3

月
米
予
{
き
す
れ
ば
、
国
の
よ
う
に
設

で
も
渚
を
楽
し
め
る
堤
防
に
な
り
ま

す
。
現
在
の
工
事
は
、
と
り
あ
え
ず
直

線
部
の

mm
だ
け
で
す
が
、
ゆ
く
ゆ
く

は
延
長
し
て
、
よ
り
以
上
親
水
性
を
高

め
る
突
堤
に
す
る
計
画
も
あ
る
そ
、
7
で

す。

事
じ

い
を
ニ
め
て

回
の
分
団
当
番
目
が
あ
る
こ
と
。
当
番

目
に
は
5
名
が
詰
め
、

2
名
が
巡
回
し

3
名
は
待
機
す
る
こ
と
。
間
員
が
お
名

の
た
め
、
期
間
中
一
人
2
回
の
出
番
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
巡
回
は
8
時
と
日
時
。
特
に
日
時
の

寒
さ
は
厳
し
い
そ
う
で
す
。
「
お
酒
は

飲
ま
な
い
ん
で
す
か
?
」
の
質
問
に

「
火
事
に
な
っ
た
ら
ど
っ

L
ょ
う
も
な

い
か
ら
。
」
と
、
当
然
の
田
栄
一
口
1

赤
沼

の
い
た
り
で
し
た
。
お
茶
だ
け
で
徹
夜

大
洗
濯
湾
一
事
務
所
の
新
築

大
洗
港
の
フ
ェ
リ
ー
就
航
や
、
常
陸

那
珂
港
の
建
設
に
対
処
す
る
た
め
、
那

珂
湊
市
に
あ
る
一
ニ
浜
港
湾
事
務
所
(
県

港
湾
課
の
出
先
機
関
)
が
、
一
苅
年
4
月

か
ら
大
洗
港
湾
事
務
所
と
常
陸
那
珂
港

湾
事
務
所
に
分
か
れ
ま
し
た
。

現
在
マ
リ
ン
タ
ワ

i
北
側
で
行
な
わ

れ
て
い
る
ビ
ル
建
設
工
事
は
、
そ
の
大

洗
港
湾
事
務
所
の
建
物
で
す
。

単
独
の
港
湾
事
務
所
が
置
か
れ
る
こ

と
は
、
県
当
局
の
流
通
港
湾
・
大
洗
港

す
る
そ
う
で
す

0

8
時
、
巡
回
の
ス
タ
ー
ト
。
今
夜
は

菊
池
克
秀
さ
ん
と
伊
藤
修
一
さ
ん
で
し

た
。
一
人
が
歩
く
た
ぴ
に
金
棒
で
地
面

を
突
く
と
、
金
目
一
(
が
イ
ン
ヤ
ン
グ
と
鳴

り
ま
す
。
も
う
一
人
が
打
つ
拍
子
木
が

か
カ
!
ン
。
と
乾
い
た
音
を
山
山
し
ま
す
。

「
日
ン
ヤ
ン
、
九
ン
ヤ
ン
、
ジ
ャ
ン
、
日
ン
ヤ

ン
。
カ

i
ン
、
ヵ
!
ン
、
カ
ン
カ
ン
カ

ン
」
こ
ん
な
感
じ
の
リ
ズ
ム
が
町
内
に

響
き
、
遠
の
い
て
は
近
づ
き
ま
す
。
凍

て
つ
く
寒
さ
を
こ
ら
え
、

1
時
間
加
分

に
対
す
る
、
並
々
な
ら
ぬ
期
待
を
一
邪
す

も
の
で
吹
ι

フ
ェ
リ
ー
輸
送
は
絶
好
調
。

こ
の
実
績
が
背
景
に
あ
る
こ
と
は
確
か

で
1Vよ、
7
。

事
務
所
建
屋
は
2
階
建
て
で
、
車
庫

倉
庫
を
含
め
た
総
面
積
は
制
・
伺
吋
出
。

総
工
費
は
2
億
8
千
万
円
で
す
。

桜
の
花
が
咲
く
頃
に
は
、
加
数
名
の

職
員
が
働
く
、
新
し
い
行
政
機
関
が
一

つ
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

の
巡
回
を
終
え
る
頃
に
は
、
身
体
の
シ

ン
ま
で
冷
え
き
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い

つ
も
な
ら
夕
食
も
終
わ
っ
て
ノ
ン
ピ
リ

し
て
い
る
時
間
な
の
に
・
:

こ
の
ガ
ン
バ
り
を
支
え
て
い
る
の
は
、

「
地
域
の
た
め
に
身
体
を
張
る
」
と
い

う
団
長
の
意
気
と
、
そ
れ
に
対
す
る
住

民
か
ら
の
感
謝
の
ま
な
ざ
し
で
す
。

皆
さ
ん
、
家
の
近
く
に
夜
警
が
来
た

ら
、
ぜ
ひ
「
ご
苦
労
さ
ま
」
と
一
声
か

け
て
下
さ
い
。
そ
の
一
言
葉
が
、
何
よ
り

の
励
み
に
な
る
そ
う
で
す
。

お

ら

銀ド
後

藤

亀

泉

選

か
ん

i
今

寒
風
の
中
を
歩
い
て
ゐ
て
無
口

東

光

台

大

川

た

か

〔
評
〕
寒
風
が
吹
き
荒
れ
て
い
る
。

多
少
の
会
話
も
い
つ
し
か
途
切
れ
勝

ち
に
な
り
、
つ
い
に
は
皆
口
を
閉
ざ

し
て
黙
々
と
歩
く
ば
か
り
で
あ
る
。

風
土
日
だ
け
が
耳
許
を
通
り
過
ぎ
て
ゆ

く
。
虚
子
の
匂
に
「
北
勘
寒
し
だ
ま

っ
て
歩
く
ば
か
り
な
り
」
が
あ
る
。

初
詣
神
の
甘
酒
あ
た
た
か
し

明

神

町

田

中

勝

校

〔
評
〕
元
朝
の
暁
間
、
寒
気
を
物
と

も
せ
ず
初
詣
に
集
う
人
々
に
、
神
社

よ
り
討
溶
が
振
舞
わ
れ
る
。
体
ん
だ

掌
に
熱
い
す
酒
の
一
碗
を
包
み
こ
ん

だ
と
き
、
無
事
に
新
年
を
迎
え
る
こ

と
の
出
来
た
喜
び
に
心
あ
た
た
ま
る

思
い
が
す
る
の
で
あ
る
。

年
芯
こ
の
人
に
こ
の
隠
し
芸

磯

浜

村

沢

み

ち

を

(
評
〕
忘
年
会
も
佳
境
に
入
り
、
次

々
に
臨
し
芸
が
披
露
さ
れ
て
い
る
。

中
に
は
こ
の
人
に
こ
ん
な
芸
が
お
あ

ぴ
勺
く
り

り
で
あ
っ
た
か
と
吃
驚
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
な
も
の
も
飛
出
す
の
で
あ
る
。

駈
E
F
や
前
掛
の
紐
し
か
と
締
め

磯

浜

浅

田

九

道

子

〔
評
〕
十
二
月
と
も
な
る
と
日
の
短

か
さ
が
挨
拶
が
わ
り
に
交
さ
れ
る
様

に
な
る
。
予
定
の
仕
事
が
片
付
か
な

い
内
に
日
が
暮
れ
て
し
ま
う
の
だ
。

男
な
ら
鉢
巻
を
締
め
る
処
だ
が
、
女

性
は
エ
プ
ロ
ン
の
紐
を
し
っ
か
り
と
し

め
て
仕
事
に
取
り
か
か
る
の
で
あ
る
。

か

ぎ

は

な

ゆ

れ

ね

風
花
や
広
き
湯
槽
に
わ
れ
一
人

永

町

石

塚

芳

夫

〔
許
〕
晴
れ
て
い
る
の
に
雪
片
が
ハ

ラ
ハ
ラ
と
設
を
舞
う
こ
と
が
あ
る
。

風
花
と
言
う
。
広
き
湯
槽
は
露
天
風

呂
か
。
湯
に
骨
か
り
な
が
ら
風
花
を

浴
び
て
い
る
。
唯
一
人
美
し
い
風
花

を
楽
し
ん
で
い
る
。

岩
々
の
影
黒
々
と
初
明
り

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

(
評
〕
初
日
が
今
、
洋
上
に
出
ょ
う

と
し
て
い
る
。
今
年
最
初
の
光
明
で

あ
る
。
波
間
に
浮
ぶ
岩
々
の
影
は
ま

だ
黒
々
と
し
て
い
る
。
一
苅
朝
の
息
を
呑

む
一
瞬
の
景
を
捉
え
て
見
事
で
あ
る
。

は
つ
み
そ
い
り
句
」

4
2

初
制
御
安
遮
る
も
の
の
何
も
な
し

新
町
山
岸
和
田
和
子

〔
評
〕
ま
こ
と
今
年
の
元
自
の
大
空

は
こ
の
勾
の
通
り
で
あ
っ
た
。
隈
な
く

晴
れ
渡
っ
て
日
を
謙
一
る
一
片
の
晶
一
ま
も
な

か
っ
た
。
間
し
き
年
明
け
で
あ
っ
た
。

降
り
や
ま
ぬ
雨
と
な
り
け
り
年
の
市

明
神
町
小
松
崎
美
代

沖
培
し
く
す
ぶ
っ
て
ゐ
る
焚
火
あ
と

明
神
町
小
松
崎
藤
吉

ま
た
夜
と
な
り
し
通
院
索
、
き
び
し

永

町

桜

井

政

吉

明
け
ち
か
き
空
の
紫
初
穂

磯

浜

飛

田

晃

江

今
朝
の
霜
身
に
し
む
齢
迎
へ
た
る

髭

釜

稲

閏

富

穂

汐
木
火
に
背
な
あ
た
た
か
き
初
日
の
出

夏

海

大

賞

千

代

子

新
年
の
港
に
立
ち
し
大
漁
旗

祝

町

今

川

、

つ

め

賀
状
書
く
相
逢
ふ
こ
と
も
な
き
友
に

祝

町

今

川

良

※
大
洗
俳
壇
に
投
稿
さ
れ
る
方
に

O

ハ
ガ
キ
1
枚
に
俳
句
2
句
以
内
。

O

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
て
下
さ
い
。

O
締
切
り
は
毎
月
5
日
で
す
。

O
投
稿
先
は
役
場
広
報
公
聴
室
で
す
。

O
投
稿
さ
れ
る
方
は
町
民
並
ぴ
に
町

内
に
勤
務
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。
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一
当
町
で
は
、
快
適
な
生
活
取
式
。
浄
化
槽
式
ト
イ
レ
で
一

一
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
の
手
間
や
維
持
管
理
が
な
く
一

一
平
成
六
年
に
一
部
供
用
開
始
な
り
、
衛
生
的
で
さ
わ
や
か
一

一
本
目
指
し
、
公
共
下
水
道
事
な
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
一

一

業

在

進

め

て

い

ま

す

。

き

ま

す

。

一

一

乙

の

下

水

道

が

整

備

さ

れ

シ

リ

ー

ズ

4
の
今
月
号
で
一

一
ま
す
と
、
皆
さ
ん
の
家
庭
か
は
、
公
共
下
水
道
建
設
費
の
一

一
ら
で
る
台
所
や
お
風
呂
な
ど
財
滞
の
一
部
で
あ
る
受
益
者
一

一
の
雑
排
水
は
も
と
よ
り
、
し
負
担
金
制
度
の
し
く
み
に
つ
一

一

尿

も

直

接

流

せ

る

よ

う

に

な

い

て

説

明

し

ま

す

。

一

一

り

、

今

ま

で

の

よ

う

な

く

み

一

p
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
iし

.""，.，，，! 

受
益
者
負
担
金
に
関
す
る
条
例
は
、
あ
る
程
度

事
業
が
進
捗
し
た
段
階
で
制
定
し
ま
す
。

一
般
的
に
、
下
水
道
の
使
用
が
可
能
と
な
る
年

度
、
又
は
、
そ
の
一
年
か
ら
二
年
前
と
な
っ
て
い

ま
す
。

(jJ 

負
担
金
を
一
年
か
必
五
年
に
分
割
し
て
納
め
て

い
た
だ
く
方
法
と
、
一
括
で
納
め
て
い
た
だ
く
報

償
制
度
が
あ
り
ま
す
。

簡
単
に
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
壌
か
な
自
然

と
快
適
な
暮
ら
し
の
た
め
に
大
切
な
役
割
を
も
っ

下
水
道
整
備
一
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一

下
水
道
処
理
区
域
内
に
あ
る
す
べ
て
の
土
地
の

所
有
権
者
が
受
読
者
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
地

上
権
v
使
用
貸
借

4

・
賃
貸
借
・
質
権
に
よ
る
権
利

の
目
的
と
な
っ
て
い
る
土
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権

利
者
が
受
益
者
と
な
り
ま
す
。

受
益
者
の
決
め
方
の
一
例
を
図
に
一
不
す
と
下
図

の

よ

う

に

な

り

ま

す

。

一

生
活
排
水
が
今
も
海
に
注
が
れ
て
い
ま
す

Aの土地に

Aが家を建て

81こ費している場合

し

く

下
水
道
を
建
設
す
る
に
は
膨
大
な
費

用
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
も
下
水
道
は
、

道
路
や
公
園
の
よ
う
な
一
般
の
公
共
施

設
と
異
な
り
、
利
益
を
受
け
る
人
は
下

水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
の
人
に
根
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
下
水
道
の
建
設
費
を
税

金
だ
け
で
ま
か
な
う
こ
と
は
下
水
道
を

利
用
で
き
な
い
人
に
も
負
扱
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
、
利
益
を
受
け
る
人
と
受
け

な
い
人
の
簡
に
不
公
平
が
生
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
下
水
道
の
建
設
費
の
一

部
を
下
水
道
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る

皆
様
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
下
水
道

事
業
の
整
備
促
進
を
は
か
る
の
が
「
受

益
者
負
担
金
制
度
」
で
す
。

受
益
者
負
担
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

町
の
条
例
で
規
定
し
ま
す
が
、
一
般
的

に
は
上
記
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Aの土地!こ

Bガ家を建て

CIこ貸している場合

Aの土地!こ

Aガ家を重量て

Aガ住んで、いる場合

Aのこと地lこ

巴ガ2震を建て

巴ガ箆んでいる場合

ドト

「
み
ん
な
揃
っ
て
明
る
い
お
正
月
を

迎
え
ま
し
ょ
う
」
を
合
い
言
葉
に
、
ん
毎

3
1

年
実
施
し
て
お
り
ま
す
歳
末
た
す
け
あ

d

い
運
動
は
、
町
民
の
皆
様
が
た
の
温
か

山
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
大
き
な
実

ω

績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
も
総
額

二
、
五
二
一
、
九
八
一
円
も
の
義
揖
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
保
育
問
凶

児
や
児
童
・
生
徒
会
活
動
、
職
場
団
体

等
で
の
一
円
玉
募
金
運
動
に
よ
り
集
め

ら
れ
た
も
の
の
他
、
多
く
の
個
人
・
団

体
か
ら
事
務
局
に
届
け
ら
れ
た
も
の
で

す。
こ
れ
ら
の
尊
い
義
損
金
は
、
平
速
町

平成先年農歳末たすけあい運動寄付者名簿
(単位.円)

寄 付 者(代表者名)寄付金額i町区名者 (代表者名)寄付寄付金額|前区名寄 付 者(代表者名)寄付金額|町区名

代表柴田康行

代表回口その江

代表櫛山美代子

代表本多保雄

代表本多保雄

大洗タ ミナノレ株式会社

機浜婦人会

東町商属会

夏海婦人会

大洗サービス会50，000 

100，000 

6，000 

31，350 

代表桧山芳和

小神聖子治子 外32名

五会

前島友一

大洗町民生委員

高 崎 誠 奔

倫理研究所磯浜実銭部

倫理研究所大洗笑践部

銀座美容隻

永 釘

10，000 

16，500 

5，000 

33，000 

大洗海洋少年団 代表菅谷 捨

大洗町商工会観光部会サーピス業部会

名医

水戸ヤクルト販売制

大洗親交クラブ

西光院壇徒一同

35，485 

16，175 

1，456 

30，000 

I 友会

農林水産課

坂本文呉li5

自本原子力研究所大洗研究所

10，000 

5，000 

10，000 
10，000 

清野寿子

大洗釘選挙管理委員会

東光台

100，000 

200，000 

坂本 博

ひじり保有国父母の会

ひじり保育園職員一i司

動力炉核燃料開発事業団

恵泉保育関 溜愛護実静枝

1，757 

10，000 

10，000 

10，000 

73，739 

大洗フラワースタンプ会代表三三村将夫

大洗ライオネスクラブ代表剖山芳枝

夫大洗ライオンス'クラブ代表天野

桧山栄次郎

倫理研究所祝釘支舎

永 町

10，000 

30，000 

20，000 

50，000 

20，000 

代表関根平吉

代表久保田盛

代 表 小 沼 昇

大洗鮮魚溜組合 代 表 小 沼 昇

大洗町身体障害者福祉協会代表和田敏雄

小 m 清 治

明 正 会

岩 城 印 刷 所

大 洗 薬 業 会

10，000 

10，000 

20，000 

10，000 

10，000 

65，027 

20，000 大洗ロータリークラブ

大洗埠頭開発鮒

5，000 

50，000 

議 友 会10，000 

10，000 

恵泉保育函保護者会

恵泉保育濁職員一向

20，000 

5，000 代表高野みね大貴婦人会

草野三郎

大洗浩気館 代表鶴田勝明

町立第一保有所職員一1司

新町

50，000 

31，083 

大洗酒販組合 代表大久保英雄

大洗たばこ小売人組合代表関根俊夫

茂木清文

大 貫

10，000 

10，000 

大貫恵泉教会

水島 香

10，000 

2，056 

352 50，000 

20，000 

新5のl

20，000 

10，000 代表団山 篤

代表関根精一

代表木ノ本和江

代表志鳥融光

臨長明石ウタ

磯浜小学校児蒙会

角-1lIJゴルフ同好会

大洗町商工会婦人部

山戸フミ子

技

同一
同

会

闘

員

一

苦

戦

児

?

密

密

保

育

育

石

研

碍

明

明

明

金沢町

60，069 

32，000 

36，797 

20，000 

10，061 

代表川崎昇

14，155 

10，000 I寺釜5区|中山光明

五五会

7 ミ きかげん

町立第一保育所保護者一向

大洗わんさ会 ‘ 代表大賞節也

(妻

15，000 

30，000 

22，141 

代表木村義一

代表大貫しも

代表小野瀬一男

代表関根忠文

半田好一

大 洗 丸 鮮 組 合

松 寿 会

北清水一区町内会

神山寿会

永 l区14，110 

20，000 

3，000 

3，000 

17，144 

内
の
生
活
困
窮
世
帯
や
母
子
・
老
人
等

閤
窮
世
倍
、
殺
宅
身
心
障
害
児
等
に
は

民
生
委
員
を
通
じ
て
、
ま
た
老
人
ホ
ー

ム
・
障
害
児
者
施
設
・
児
童
養
護
施
設

等
の
入
所
者
に
対
し
て
は
郵
送
に
て
お

届
け
い
た
し
ま
し
た
。

受
け
と
ら
れ
た
方
々
か
ら
は
、
皆
様

方
の
善
意
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
と

の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
別
途

報
告
書
に
よ
り
完
了
報
告
を
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石聞いと

大賞寛継

大洗ー中生徒会 代表鴨 II[貴史

実益軒重量全霊霊堂部会代表庄司治三郎

大洗ゴルフ倶楽部

力E部東歯科従業員一同

ETE 
神山

10，000 

5，000 

20，660 

3，184 

561 

29，490 

石山

大洗常澄欽貴底組合 代表関根喜八郎

大洗際青少年相談員連絡協議会

大洗菓子工業組合

大洗給金協業組合

大洗町消防第5分間

代表井川 守

代表小沼太一部

代 表 井 川 守

代表関藤凹郎

日月 2 区

10，∞D 

10，000， 

10，000 

20，000 

30，0口口

10，000 

10，000 

代表小松崎亨

代表小野瀬一土

明券会 代表高橋兼吉外76名

高橋兼吉

合資会社大進

!E 田三男四

大洗神輿荒磯会

親交納税貯蓄組合

10，000 

50，000 

55，970 

ム
百
一
エ
ム
広

彦

扇

友
大

辻

新
区2
 

角

脚

醐

側

0

0

5

 

1

1

 

'Jl8のl

100，000 

10，000 

10，0日。

代表長谷川宜:祐

関長滝口立子

代表広木繁夫

代表大貫美喜男

39，500 

10，000 

合計 I140件 12，521，981円

街7与友エ門溜底

大貫小学校児蒙会

水戸遊技場組合

滝口保育園父母町会

滝口保育関

大洗米穀小売商組合

二一陸会

14，240 I I夏海小学校児童会

3，000うどん3箱 !小沼 誠

30，000 

23，950 

100，000 

20，000 

20，000 

57，000 

10，000 

代表山精好雄

代表川又正治

代表海野繁夫

代表石井きみ

代表行広節子

情j-;>，レハ?水産

海聖子好功

鈴木美代吉

大洗くらしの会

大洗町母子福祉会

みとや洋品届

十清査

18，127 
20，000 

20，000 

9，842 

5，000 

10，000 

10，000 



。
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

ω
児
童
が
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
き

ω
児
童
が
遺
族
補
償
等
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
、
又
は
こ
れ
ら
の

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
受
給

資
格
者
に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、

こ
の
給
付
の
事
由
が
発
生
し
た
日
か

ら
6
年
を
経
過
し
て
い
な
い
と
き
。

ω
児
童
が
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年

金
の
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と

長
ぜ
。ω

児
童
が
児
童
福
祉
法
上
の
里
親
に

予
託
さ
れ
て
い
る
と
き
。

ω
児
支
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
と
き
。

倒
児
童
が
母
の
配
偶
者
に
養
育
さ
れ

て
い
る
と
き
。

問
先
輩
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
な
ど
受
給
資
格
者
が
養
育
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き
。

。
手
当
の
額

対
象
児
童
の
数
に
応
じ
て
、
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
受
給
者
の
所
得
に

よ
り
手
当
額
一
部
が
停
止
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

O

一
人
の
と
き
恥
議
懇
懇

月
額
3
万

5
千
鶴
麟
欝

百

円

藤

鱗

樹

齢

o
二
人
の
と
き
麟
輔
輔

4
万

百

円

鞠

鱗

盤

。
一
二
人
以
上
の
と
麟
麟
麟

き
は
、
三
人
以
上
駅
齢
艇

の
児
童
一
人
に
つ
随
想
翻

き、

2
千
円
を
加
算
し
た
額

臨
再
出
J

年
糧
議
出
関
野

あ
る
督
少
年
椙
議
員
の
一
回
同

王子成2年2月6日

時

b

'W~クピロ手
口j覇l上iず大金融

抗野のコンヂィシ言ヨン

竹

v
U
月
引
昨
日
(
金
)
ム

A
相
談
員
と
一
緒
に
、
地
区
内
の
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
う
。
駅
周
辺
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
で
、
き
れ
い
に
清

掃
さ
れ
て
い
た
。
放
置
自
転
車
が
1
ヶ

所
に
ま
と
め
ら
れ
整
然
と
し
て
い
る
。

以
前
は
、
よ
く
高
校
生
が
た
む
ろ
し

て
い
た
が
、
最
近
は
減
っ
て
き
て
い
る
。

電
話
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ

の
広
告
ビ
ラ
を
回
収
す
る
。

パ
ト
ロ
ー
ル
終
了
後
、
町
内
の
長
欠

生
徒
(
中
学
生
)
宅
を
訪
問
す
る
。
最
近

の
登
校
状
況
に
つ
い
て
、
本
人
に
話
を

聞
く
。

7
月
に
会
っ
た
時
は
、
学
校
・

先
生
に
対
し
て
全
面
的
な
不
信
を
抱
い

て
い
た
よ
う
だ
が
、
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て

き
た
心
境
が
樹
え
る
。
反
省
な
の
か
。

学
校
の
仲
間
は
、
す
で
に
高
校
の
受

験
勉
強
に
必
死
で
取
組
み
始
め
て
い
る
。

そ
の
状
況
も
背
景
に
あ
る
ら
し
い
。
し

か
し
、
親
に
対
す
る
不
信
感
を
表
す
言

「
2
月
に
な
る
の
に
、
歳
末
記
事
と

は
何
事
か
」
と
お
叱
り
を
受
け
そ
う
で

す
が
、
こ
れ
は
広
報
紙
の
原
稿
〆
切
が

初
日
の
た
め
。
大
呂
に
み
て
や
っ
て
下

さ
い
。

す
べ
て
の
児
童
は
、
関
税
の
優
し
い

愛
情
の
も
と
で
健
や
か
に
育
て
ら
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
幸
に
し
て
父

親
と
生
活
を
と
も
に
で
き
な
い
児
棄
の

生
活
の
安
定
を
関
る
こ
と
は
、
児
童
が

心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
で
す
。
児
童
扶
養
手
当

は
、
こ
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
設
け

ら
れ
て
い
る
制
度
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し

は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
は
次
に
掲

げ
る
事
項
(
支
給
婆
件
と
い
い
ま
す
)

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
は
歳
未
満
の

児
叢
(
身
体
又
は
精
神
に
障
害
の
あ
る

場
合
は
加
歳
未
満
の
児
童
)
で
す
。

ω
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
藁

ω
父
が
死
亡
し
た
児
島
支

仙
川
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

ω
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
蓑

伯
父
が
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児

章
山
間
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

児
童

的
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児

童
(
父
が
認
知
し
た
児
童
は
除
き
ま

す
。
)

附
棄
児
な
ど
で
、
母
が
児
童
を
懐
胎

し
た
当
時
の
事
情
が
不
明
で
あ
る
児

童

喝需

百
寿
舎
が

ふ
れ
ゅ
の
い

鱗
つ
撃

句

、'

@ 

業
は
あ
い
か
わ
ら
ず
出
て
き
た
。

A
相
談
員
が
、
中
学
生
活
を
エ
ン
ジ

ョ
イ
し
て
欲
し
い
こ
と
や
、
将
来
の
た

め
の
人
間
形
成
に
学
校
が
大
切
な
こ
と

を
話
す
。
「
無
理
か
な
?
」
と
思
う
。

し
か
し
、

A
相
談
員
は
何
回
で
も
話
を

重
ね
る
。
「
自
分
を
取
り
戻
し
て
も
ら

う
た
め
」
と
言
う
。

A
相
談
員
の
熱
意

と
思
い
や
り
に
敬
服
す
る
。
私
も
協
調

し
て
、
青
少
年
相
談
員
の
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
。

高
年
者
ク
ラ
ブ
「
百
券
会
」
(
白
山

巴
会
長
)
で
は
、
ロ
月
初
日
に
上
士
栢

子
供
会
を
招
い
て
餅
っ
き
大
会
を
行
な

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
高
齢
者
と
子
供
の
ふ
れ
あ

い
事
業
」
と
呼
ば
れ
、
費
用
は
町
と
県

か
ら
1
/
2
ず
つ
負
担
さ
れ
ま
す
。
こ

の
事
業
を
引
き
受
け
た
「
百
寿
会
」
で

は
、
す
で
に
『
竹
馬
作
り
教
{
書
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
が
、
今
ま
で
の
人
生
で
蓄

え
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
教
え
て
い

く
過
程
で
、
子
供
た
ち
は
自
然
に
敬
老

の
精
神
を
育
て
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

会
場
の
大
賞
集
会
所
は
、
日
名
の
ク

ラ
ブ
員
と
、
約
問
人
の
子
供
と
お
母
さ

ん
と
で
大
に
ぎ
わ
い
。
次
々
に
つ
き
あ

が
る
モ
チ
は
、
あ
ん
、
大
根
お
ろ
し
、

納
豆
を
か
ら
め
て
パ
ッ
ク
詰
め
に
。

3

ケ
入
り
の
パ
ッ
ク
を
た
ち
ま
ち
平
ら
げ

て
、
お
か
わ
り
す
る
子
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

女
各
部
門
の
優
勝
者
(
敬
称
略
)

小
学
生
(
低
)
小
沼
藤
子
(
磯
小
2
年
)

小
学
生
(
高
)
海
老
沢
貴
雄
(
夏
小
5
年
)

中
学
生
石
弁
教
夫
(
大
洗
一
中
1
年
)

高
校
・
一
般
松
井
勲
(
阿
見
町
)

1
月
幻
自
は
、
冬
晴
れ
の
曜
か
い
日

曜
日
と
な
り
、
第
6
回
大
洗
凧
あ
げ
大

会
の
会
場
と
な
っ
た
サ
ン
ビ
i
チ
に
は
、

約
千
加
入
の
参
加
者
と
見
物
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
町
内
や
近
隣
町
村
ば
か

り
で
な
く
、
一
般
の
部
で
は
問
見
町
や

常
陸
太
田
、
遠
く
横
浜
か
ら
の
方
も
い

ま
し
た
。

「
大
洗
の
凧
あ
げ
大
会
」
で
の
楽
し

み
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
豚
汁
サ
ー
ビ

ス
す
)
。
今
年
も
婦
人
団
体
や
飲
食
府

組
合
青
年
部
他
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、

実
だ
く
さ
ん
の
豚
汁
が
全
員
に
ふ
る
ま

わ
れ
ま
し
た
。
青
い
海
を
跳
め
な
が
ら
、

ア
ツ
ア
ツ
を
フ

i
フ
i
し
な
が
ら
の
豚

汁
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
よ
。

捕

t"' 

歳
末
風
景
の
代
表
は
、
ロ
月
初
日
の

首
替
市
で
し
ょ
う
。
コ
タ
ツ
で
丸
く
な
っ

て
い
た
お
父
き
ん
が
「
暮
市
の
風
に
あ

た
る
と
カ
ゼ
を
ひ
か
、
な
い
、
か
ら
」
と
、

家
を
追
い
出
さ
れ
ま
す
。

チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ
と
鳴
る
縁
起
物
(
お

飾
り
)
の
下
で
は
値
引
き
の
か
け
ひ
き
。

去
年
寅
っ
た
ダ
ル
?
の
大
き
さ
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
ダ
ル
マ
さ
ん
と
に
ら
め

っ
こ
。
今
年
の
ゴ
ボ
ウ
ジ
メ
は
出
来
が

良
い
の
悪
い
の
と
、
手
に
取
る
夫
婦
連

れ
。
露
天
か
ら
流
れ
る
、
イ
カ
焼
き
や

焼
き
そ
ぼ
の

J

お
い
じ
そ
う
な
匂
い
に
誘

わ
れ
「
出
只
っ
て
買
っ
て
/
」
と
せ
が
む

子
供
た
ち
。
あ
い
か
わ
ら
ず
の
風
景
が

裸
電
球
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

官
事
市
は
、

m
R
の
磯
崎
、
お
日
の
平

磯
、
川
品
目
は
那
珂
湊
と
一
二
浜
地
区
を
移

動
し
な
が
ら
大
洗
に
や
っ
て
き
ま
す
。

昭
和
白
年
頃
ま
で
は
、
い
ま
の
パ
ス
通

り
で
開
い
て
い
ま
し
た
。

住
宅
事
情
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
神

棚
を
置
か
な
い
家
も
増
え
、
ダ
ル
?
の

売
れ
筋
は
小
さ
い
も
の
が
主
に
な
っ
て

き
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
年
は
夕
方
か
ら
雨
。
雨
が
降
る
と

客
足
が
遠
く
な
っ
て
売
上
が
洛
ち
る
と

か
。
来
た
し
て
今
年
は
ど
う
だ
つ
た
の

で
し
ょ
、
っ
か
。

らあ

特別児童扶養手当 1級 特別児童扶養手当 2級

1.身体障答者手肢のおおむね 1級・ 1 .身体障害者手帳のおおむね 3級程

室見I 2級程度に該当するもの(内部的疾 度(下目支障害について 4級の 1部を

σ〉 怠を含む) 含む)に該当するもの(内部的疾患

3障z を含む)

グコ 2.療育手帳の総合判定が③・ A程度
l'ミ口E 

の精神薄弱又は間程度の精神障害の 2.療育手i援の総合判定がB程度の精
度

もの 事事薄弱又は間程度の精神障害のもの

おお

ハ
フ
ハ
フ
。
こ
り
ゃ
い
け
る
。

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
は
叩
歳
未

満
の
児
章
で
、
別
表
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

。
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
、
身
体

障
害
者
更
生
施
設
、
精
神
薄
弱
者
援
護

施
設
等
に
入
所
(
た
だ
し
自
宅
か
ら
通

関
し
て
い
る
場
合
は
除
く
)
し
て
る
と

主
、。

手
当
の
額

ω
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級

4
万
2
千
6
百
円

特
別
児
童
扶
養
手
当
2
級

2
万
8
子
4
百
円

年
金
だ
よ
日
リ

も
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
、

保
検
料
の
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
役
場
住
民
課
年
金
係
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

「
人
生
八

O
年
」
の
時
代
を
迎
え
、
人

口
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
年
金
制
度

を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、

年
金
の
給
付
と
保
険
料
の
負
担
の
バ
ラ

ン
ス
が
保
た
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
保
険
料
の
額
も
毎
年
段

階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
安
定
し
た
制
度
の
運
営
と

世
代
間
の
公
平
を
図
る
た
め
、
ま
た
、

誰
も
が
老
後
を
幸
せ
に
お
く
れ
る
よ
、
7
、

保
険
料
額
の
改
定
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方

は
、
月
額
八
八

O
O円
(
定
額
八
四
O

O
円
十
四
O
O円
)
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
生
活
が
苦
し
く
て
ど
う
し
て

国
民
年
金
の

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

八

0
0
0円
臨
場
八
四

0
0円

(
二
年
一
一
一
月
ま
で
)
(
一
一
年
四
月
か
ら
)

身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
る
児
童
も

一
般
の
児
童
と
同
様
、
両
親
の
愛
情
に

は
ぐ
く
ま
れ
な
が
ら
家
族
と
共
に
生
活

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
障
害
の
あ
る
児

童
が
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
父
母
及
び
養
育
者
に
特
別
児

葉
扶
養
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

精
神
的
・
経
済
的
な
労
苦
に
報
い
よ
う

と
設
け
ら
れ
た
の
が
「
特
別
児
童
扶
養

手
当
」
で
す
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

と
お
り
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月
か
ら

一
ヶ
月
八
四
O
O円
に
変
わ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
生
活
水
準
の
変

化
、
物
価
の
上
昇
に
応
じ
て
年
金
額

を
増
額
し
、
生
活
の
安
定
を
国
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
年
金
給
付
に
要
す
る
費
用
は
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料

と
国
の
負
担
等
で
賄
わ
れ
て
い
る
の

で
す
。

(2) 

(5)第218号

〈
受
付
窓
口
〉

先
輩
扶
養
手
当
及
び
特
別
児
意
扶
養

手
当
の
請
求
は
役
場
厚
生
課
民
生
係
で

受
付
け
て
い
ま
す
。



あ 第218号 (6)

開
盟
問
畏
税
の
申
告
を
出
張
盟
諸
紺
し
ま
す

平
成
2
年
度
の
町
県
民
税
の
申
告
時

期
が
ま
い
り
ま
し
た
。
別
表
の
と
お
り

出
張
受
付
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
会
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

212 2 212 2 
綴

月 月 月 月 月 月
23 22 21 20 19 16 
日 日 8 日 日 8 

日金 木 水 火 月 金

農 松 神 角 大 君主 東 t資
業

集落)11 
山

実集dヱkス

町 地 紡
'I会定h 

dヱkミ
集落 会集 宮~宮~三

集ぷ区Z合3、ミ
E第Z 

吉宮
セ セ 所 所 4 
ン ン 所 分
タ タ 団

主義
詰
戸斤

農

協 連

( ( ( 

66 67 67 
絡) ) 

2 5 5 
6 9 9 先
6 7 7 
3 8 8 

※
受
付
時
間

午
前
9
時
回
分
i
午
後
4
時
ま
で

t"¥ 

，t 

q語、

ら

確
定
申
告
納
税
相
談
日
程
表

お

3 3 3 3 2 
月 月 月 月 月 翼耳
7 6 2 1128 
日 日 日目 日

水 火 金 木 日
) 

文
化

会セ
ン

" I " " I " 
タ

ぷコ又〉、
場

議室

" 水E理税
71< 

主盆
戸

" I " 
手見

き士 務
さき

員会 著

守西宮二 吉午苛

草寺10 9 
時 時

"とf圭F " I " 午f圭-

3 
持ま4 間時ま

で で

お

民
一
一
一
一
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
童
纏
事
業

占

H

と

2
月
引
日
目
(
土
)

午
後
2
時
間
演
(
自
由
席
)

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

(
前
売
)
間
円
(
3
歳
以

き

会
と
こ
ろ

大
入
場
料

平成2年 2月5日

月
猶

ル

・

面

倒

旬

力

吋

ss

u
づ

い

鞠

~日曜
初
宮

川
¥
つ

ぬ邦
同

μ
立

知
力
と
体
力
を
試
し
ま
せ
ん
か

臨
時
鶴
湾
リ

日

2
月
お
日
(
日
)

!
雨
天
時
は
3
月
4
日
(
日

)i

※
延
期
の
場
合
、
午
前
7
時
に
無
線
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
集
会
場
所
大
賞
小
学
校

。

コ

ー

ス

総

轄

錨

大
賞
小

l
大

賞

・

神

鋼

騎

盛

山
地
区
↓
大
賞
小
-
ふ
刊
f
山

。
受
付
一
時
間

d
p
J
J

午
前
8
時
部
分
j

~

ぷ

9
時

加

分

ノ

t

O
参
加
単
位

2
1
5
人
で
構
成
し
た
パ
ー
テ
ィ

O
ク
ラ
ス
別
と
距
離

〈
小
学
生
男
子
組
・
女
子
組
〉

4
年
生
1
6
年
生

4
1
5
M

、 L 斗... 副 Y/ I A ~"'-.../ ，/'-... /".... ノヘ、 " 

申時 ":::.感欝勺 1¥I 参一小家中
教込計----d!!!陸戸自国 力日般学族学
育み、 ~ 料組 1
委・弁 一 〉年〉男

豆長関当 無高主主親子

L主主 J水赤善之で各芸料堂iL苧
66会先ン筒ボ行者表ク 以':t 女
i教} パ、 |品 行彰 ラ彰 上寺 子
2育ス汗/レ与ス 4 組
4 係 ふべ%;'; 3 6(  

i 夫三雪 g kmA4 

所得税の申告と納税は

3月15日までです。

。
期円

墓
地
が
使
え
れ
体
く
怒
り
ま
す
/

。
町
営
纂
地
使
用
者
の
確
認
手
続
き

O

町
衛
生
課
で
は
、
条
例
改
正
に
伴
う

町
営
公
鴎
慕
地
の
確
認
を
、
今
ま
で
も

広
報
紙
や
週
報
等
で
呼
び
か
け
て
き
ま

し
た
が
、
ま
だ
日
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が

手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
で
は
使
用
許
可
が
取
り
消

さ
れ
、
埋
葬
物
は
撤
去
さ
れ
て
鉱
山
縁
仏

扱
い
に
な
り
ま
す
。
墓
地
は
第
三
者
が

使
尽
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
の
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、
至
急

手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
、
つ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
該
当
事
項
v

l
、
墓
地
使
用
許
可
の
名

義
者
が
死
亡
し
、
名

義
書
換
手
続
き
を
し

て
い
な
い
方
。
(
昭
和

臼
年
4
月
1
臼
以
前

に
墓
地
使
用
許
可
証
を
交
付
さ

れ
た
方
)

2
、
墓
地
使
用
許
可
証
を
紛
失
し
、

再
交
付
さ
れ
て
い
な
い
方
。
(
現

在
使
用
許
可
証
の
な
い
方
)

3
、
墓
地
使
用
者
の
名
義
変
更
通
知

蓄
が
届
い
て
も
、
ま
だ
確
認
に

来
て
な
い
方
)

4
、
薬
一
地
使
用
者
で
、
役
場
か
ら
通

知
書
を
受
け
取
っ
て
な
い
方
。

5
、
墓
地
使
用
者
の
本
籍
・
伎
所
・

氏
名
等
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
1

〔
連
絡
先
〕

衛
生
課
・
・

環
境
保
全
係

控

伺

!
1
0
1
0

宮

前

1
1
0
1
4

会大洗間ヒセンタ一行事予定表 (2/5'"'-'3/ヰ) l輔元年護課関欝金融金額開|

0前回報告後に納金されたもの

大賞小学校 10，490円

原研独身寮 3，040円

髭釜 13区 14，700円

@ご協カを感謝して最終報告と

いたします。

(H.1.11月現在)

~ 本 年 前年同期 増減数

発生件数 13 ( 91) 8 (107) +5 (-16) 

死者数 o ( 8) o ( 6) ::1::0 (十2)

負傷者数 19 (128) 10 (143) +9 ( 
し… L 一一… 一

大洗町における交通事故の発生状況

由
一
国

A
つ
一
鰭
記
選
る

平
和
的
自

2
開
7
自
は
寸
北
方
領
土
の
由
L

で
す

(H .2.1.25現在)

開催場所

ホール

ホ ール

ホール

ホール

名毒事{農開始終問

9 : 00 

10: 00 

13: 00 

9 ; 00 

開催箆

2月9日在的

2月 10臼仕)
2汚 11日(日)

2月12日侭)

2月16日ω
ホ ール

大会議室主

10: 00 

9 : 30 

2月17日出

2月23日ω

ホ ール

ホール

14: 00 

9 : 00 

14: 00 

9 : 00 

9 : 00 

9 : 00 

2月248ω

2月28日。ぬ

3月 1日や同
3月2日位当'

3月38仕)

2月25日(日)

2月27日ω

3月4日(日)

)1乃は平成元年 1月からの累計です。

保鍵センター

だより

永町16区の 1

那須香織ちゃん

( 2歳 8ヶ月)

3 3 2 2 2 2 }守

幽/9 
/ / / / / / 

や1守l 側 22かぬ21伺)19 か1:)15 民

破ジ百 宇L
精密診 精密診

母 1 

i風dア咳自
歳 毒喜

児 子 6 
査 査 カ

講堂
予

事指導後

事 月
~jj 健

指導後

総
健児

接 名
穫 診 談 診

主主 生生 指-指一 (母 l 
後 後後 導月 導丹 都Jロ~ 'tーゴaιて 歳
24 6 2 に に及 6 

対カ カカ
施実 施実

子;2よLE手幼児びL 

カ
月 月月 月

I I し し 。〉

48 7 3 fこ Tこ 誕
象カ カカ

精密診 精密診
J場るι もb、

生
月 月月
未 ITJITJ 達
満 者者 査 ヨ蓋 し

名グコ σ〉 σ〕 り た
者 決

決可
すま 者

可

l 1 l 1 9 1 

イ待受問す
2持 2待 2時 2持 11時 2持
待15待。。 時00時00持 30時00
15分 00分 00分 00分 30分 00分
分 分 分 分 分 分

※( 

「
機
能
呂
復
説
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

0
2
月
9
日
樹

0
2
月
日

B
例

0
2
月
刊
日
樹

0
2
月
初

Bω

0
2
月
幻
自
樹

0
2
月
訂
臼

ω

0
3
月

2
a樹

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
持
)

0
2
月
6
B
閃
専
門
療
法
士
来
所

0
3
月
6
白
川
W

専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
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水戸地区交通安全協会主催による運転
免許講習会

磯節全国大会実行委員会主催による磯
節全国大会予選会
磯筋金層大会実行委員会主催による磯
節金属大会決戦会
大洗町教育委員会主催による中学校合
間立志式

茨城県改良普及課主催による研基会

大洗町商工会主催による所得税確定申
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大洗文化センター主催によるぬいぐる
みミュ ジカル庫J公演

茨城県民謡民舞連合会主催による春季
民謡祭

大洗漁協第 33図通常総会!大会議室|主審星雲業協同組合主催による第33図

所得税確定申告受付事務 i大会議室|套還記事霊課主催による所得税確定申

確定申告受付事務|地議案|議町税務課主催による確定申告受付

雲旬、??智1演奏会同一ル|建議議雲吹奏楽部主催による第 2図

9:00122洗言イ官三fラよ式 典|大会議室|李皇芸品嘉ンズクラブ主催による25周

※主な催しのみです。詳しくは文化センタ一宮66-2411へお問合せ下きい。

運転免許証更新時講習会

第 11図磯節全国大会予選会

第11厨磯節全国大会決戦会

大洗町立中学校合同立志式
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第 17 回春季民謡祭
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死亡 9人
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( 1 月 IS現在)
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、
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